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の
ほ
か
に
も
、
ハ
ウ
ス
の
温
度
管
理
に
も

影
響
し
そ
う
な
０
・
４
a
メ
ッ
シ
ュ
の
防

虫
ネ
ッ
ト
や
、
粘
着
く
ん
の
よ
う
な
物
理

的
手
段
を
組
み
合
わ
せ
た
防
除
方
法
で
の

対
処
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
う
し
た
物
理
的
防
除
法
の
一
つ
と
し

て
最
近
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
背
負

い
式
の
動
噴
や
動
散
の
風
と
虫
取
り
網
を

使
っ
て
虫
を
捕
ま
え
る
、
み
の
る
産
業
1

の
「
補
虫
機
」
で
あ
る
。

こ
れ
で
完
璧
な
防
除
が
で
き
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
飛
翔
害
虫
に
つ
い
て

は
想
像
以
上
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。
確

実
に
害
虫
の
密
度
を
減
ら
せ
る
し
、
何
よ

り
も
農
薬
で
は
な
い
の
で
毎
日
で
も
何
回

で
も
使
用
時
期
や
適
応
作
物
の
規
制
も
無

く
使
え
る
の
が
あ
り
が
た
い
。
構
造
は

い
た
っ
て
簡
単
。
ま
さ
に
「
虫
取
り
網
」

で
あ
る
。
畦
の
表
面
に
そ
の
虫
取
り
網

を
置
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
だ
け
。

背
中
に
背
負
っ
た
動
噴
の
風
を
虫
取
り

網
の
全
面
に
配
置
さ
れ
た
送
風
口
か
ら

勢
い
よ
く
吹
き
出
さ
せ
、
そ
れ
で
虫
を

吹
き
飛
ば
し
虫
取
り
網
に
捕
ま
え
て
い

く
。風

を
起
す
動
噴
や
動
散
は
持
っ
て
い

る
機
械
が
使
え
ば
よ
い
（
風
量
３
k
／

分
以
上
の
能
力
が
必
要
）。
タ
イ
プ
と
し

て
、
走
行
輪
を
持
ち
、
そ
れ
で
畦
を
跨

が
せ
て
使
う
「
走
行
タ
イ
プ
」
と
、
手

持
ち
で
虫
取
り
網
を
畦
に
沿
わ
せ
て
い

く
「
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
」
が
あ
る
。

走
行
タ
イ
プ
は
畦
幅
に
合
わ
せ
、
最

大
処
理
幅
が
１
５
０
b
（
C
V
１
１
５
）、

１
９
５
b
（
C
V
１
１
９
）、
２
７
０
b

（
C
V
１
２
７
）、
３
０
０
b
（
C
V
１

３
０
）
の
４
機
種
が
あ
る
。
こ
の
畦
を

跨
ぐ
走
行
部
が
対
応
す
る
適
応
作
物
高

さ
は
８
〜
50
b
に
無
段
階
に
変
更
で
き

る
。
機
体
の
重
量
は
C
V
１
１
５
の
９

o
か
ら
C
V
１
３
０
の
12
o
ま
で
。

ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
の
補
虫
取
り
網
の
幅

は
１
３
０
b
（
C
V
H
１
１
３
）
と
１
５

０
b
（
C
V
H
１
１
５
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ

重
量
は
１
・
６
o
と
１
・
７
５
o
。

車
輪
で
作
業
高
さ
の
固
定
が
で
き
る

走
行
タ
イ
プ
だ
け
で
な
く
、
ハ
ン
デ
ィ

タ
イ
プ
も
ハ
ン
ド
ル
位
置
や
機
体
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
あ
る
の
で
、
作
業
性
も

よ
く
作
業
者
の
負
担
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

メ
ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格
は
走
行
タ

イ
プ
の
C
V
１
１
９
が
８
万
６
１
０
０

円
、
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
の
C
V
H
１
１

５
が
４
万
９
３
５
０
円
（
税
込
）。

（
昆
吉
則
）

農
薬
に
対
す
る
抵
抗
性
を
獲
得
し
て
い

く
害
虫
類
。
効
果
の
高
い
適
応
農
薬
が
あ

っ
て
も
、
使
用
回
数
規
制
か
ら
使
え
な
か

っ
た
り
、
天
敵
昆
虫
へ
の
影
響
か
ら
使
用

農
薬
に
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
話
が
本
誌

の
「
防
除
L
A
B
O
」
欄
に
登
場
す
る
。

ト
マ
ト
生
産
者
の
間
で
は
、
ト
マ
ト
黄
化

葉
巻
病
を
媒
介
す
る
シ
ル
バ
ー
リ
ー
フ
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
が
薬
剤
抵
抗
性
を
持
ち
、
そ
の

被
害
も
甚
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
ま
だ

自
分
の
地
域
に
は
侵
入
し
て
い
な
い
が
、

そ
の
見
分
け
方
を
教
え
て
欲
し
い
」
と
い

っ
た
声
か
ら
苦
労
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
天
敵
農
薬

タイプ 

区分 

全長(a) 

全幅(a) 
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　　　　　　走行タイプ 

 CV115 CV119 CV127 CV130 
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 CVH113 CVH115 

 1300 1500 

　　　　400 

　　　　150 

 1.6 1.75 

 1300 1500 
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注：ハンディータイプの長さ×幅×高さはハンドル部を除く 
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みのる補虫機の仕様

■走行タイプ（ＣＶ）／ハンディタイプ（ＣＶＨ）
■みのる産業株式会社
〒709-0892 岡山県赤磐郡山陽町下市447
108695-5-1122 http://www.agri-style.com/
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畑
作
だ
け
で
あ
れ
ば
よ
り
多
様
な
大

型
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
が
あ
る
。
し
か

し
、
転
作
が
本
作
化
し
て
い
く
水
田
農

業
経
営
に
対
応
し
て
、
水
田
お
よ
び
畑

の
両
方
で
効
果
的
な
利
用
が
で
き
る
乗

用
管
理
機
に
搭
載
す
る
ハ
イ
ク
リ
ア
ン

ラ
ン
ス
自
走
式
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
の

導
入
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
開
発
改
良

は
い
か
に
も
日
本
的
技
術
開
発
と
言
え

る
。
こ
の
乗
用
管
理
機
搭
載
型
ブ
ー
ム

ス
プ
レ
ー
ヤ
は
、
当
初
の
水
田
専
用
機

の
時
代
か
ら
、
最
近
で
は
さ
ら
に
多
様

な
使
用
条
件
へ
の
適
応
性
を
高
め
た
第

２
、
第
３
世
代
の
機
械
に
成
長
し
て
い

る
。丸

山
の
ハ
イ
ク
リ
ブ
ー
ム
「
乗
用
管

こ
の
機
械
は
、
車
速
を
検
出
し
あ
ら

か
じ
め
設
定
し
た
反
当
散
布
量
に
見
合

う
噴
霧
圧
力
、
ノ
ズ
ル
散
布
量
に
自
動

調
整
す
る
マ
イ
コ
ン
が
装
備
さ
れ
て
い

る
（
速
度
連
動
散
布
装
置
「
ス
プ
レ
ー

ナ
ビ
」）。
ま
た
、
反
当
散
布
量
を
25
／

50
／
75
／
１
０
０
r
の
4
段
階
に
自
動
設

定
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
モ
ニ
タ
に
は

速
度
、
薬
剤
残
量
、
バ
ル
ブ
開
閉
な
ど

の
エ
ラ
ー
が
表
示
さ
れ
る
の
で
ミ
ス
を

軽
減
で
き
る
。
オ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
畑

作
物
の
畝
間
を
株
元
か
ら
防
除
で
き
る

吊
り
下
げ
ノ
ズ
ル
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
粒
状
の
除
草
剤
や
農
薬
、

肥
料
を
散
布
で
き
る
粒
状
肥
料
散
布
装

置
も
装
着
が
可
能
だ
（
オ
プ
シ
ョ
ン
）。

そ
の
他
、
溝
切
り
や
側
条
施
肥
装
置

な
ど
も
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
さ

ら
に
そ
の
汎
用
性
が
高
ま
っ
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
る
。

（
昆
吉
則
）

で
き
る
。
B
S
A-

5
3
5
L
S
の
輪
距

は
1
2
0
0
a
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
1

3
2
0
、
1
5
0
0
の
タ
イ
プ
も
あ
る
。

ま
た
、
軸
距
（
ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
）
は

1
5
0
0
a
で
、
最
低
地
上
高
は
7
8
0

a
。薬

液
タ
ン
ク
が
機
体
中
央
に
く
る
よ

う
設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
、
薬
量
の
変

化
に
関
わ
ら
ず
荷
重
バ
ラ
ン
ス
は
前

55：

後
45
の
ま
ま
。
前
の
荷
重
が
大
き

く
な
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
の
は
、

水
田
で
前
輪
が
走
行
し
た
わ
だ
ち
を
後

輪
が
通
る
た
め
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
望

ま
し
い
と
い
う
。
車
輪
は
水
田
用
の
標

準
タ
イ
ヤ
の
ほ
か
、
湿
田
用
の
ハ
イ
ラ

グ
ワ
イ
ド
や
畑
作
用
ワ
イ
ド
タ
イ
ヤ
も

用
意
さ
れ
て
い
る
。

薬
剤
散
布
に
関
す
る
部
分
は
、
薬
液

タ
ン
ク
容
量
が
最
大
５
２
５
r
。
動
噴
は

吸
水
量
71
r
／
min
で
10
a
あ
た
り
25
〜
２

４
０
r
（
10
m
ブ
ー
ム

時
）
散
布
が
可
能
。
プ

ロ
ペ
ラ
と
噴
流
の
か
く

拌
装
置
を
併
用
し
沈
殿

や
泡
立
ち
を
防
止
す

る
。ブ

ー
ム
は
15
m
（
別

型
式
で
10
m
の
タ
イ
プ

も
あ
る
）
ま
で
電
動
で

ス
ラ
イ
ド
し
、
高
さ
は

電
動
油
圧
で
調
整
す

る
。
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理
機
B
S
A-
53
」
シ
リ
ー
ズ
が
そ
の
典

型
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
定
格
11
・

５
ps
（
最
大
16
・
５
ps
）
／
３
６
０
０

rpm
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
積
ん
だ
B

S
A-

5
3
5
L
S
の
タ
イ
プ
を
紹
介
す

る
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
定
格
17
・

3
ps
（
最
大
20
ps
）
／
３
０
０
０
rpm
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
す
る
基

本
タ
イ
プ
の
ほ
か
、
様
々
な
副
型
式
が

存
在
す
る
。

防
除
機
を
搭
載
す
る
乗
用
管
理
機
の

走
行
部
は
、
走
破
性
と
小
回
り
性
の
高

い
四
輪
駆
動
（
４
W
D
）
と
4
輪
操
舵

（
４
W
S
）
に
加
え
、
４
輪
デ
フ
ロ
ッ
ク

を
標
準
装
備
。
変
速
は
１
・
５
〜
８
・

８
d
／
h
の
範
囲
で
前
後
進
９
段
に
変
速

長×幅×高さ 

格納高さ 

軸距 

輪距 

有効地上高 

乾燥重量 

エンジン 

出力 

総排気量 

走行部形式 

変速段数 

タイヤ 

薬剤タンク容量 

攪拌方式 

噴霧用ポンプ形式 

噴霧用ポンプ吸水量 

噴霧用ポンプ圧力 

ブーム装着形式 

噴霧量 

ノズル種類 

ノズル個数 

散布幅 

散布高さ 

3,730×2,140×2,400 

1,810 

1,500 

1,200 

780 

885 

水冷4サイクルガソリン 

定格11.5/3,600（最大16.5/3.600） 

456 

4WD・4WS 

前・後進9段 

AGS3.00-28 4PR 

呼称500/最大525 

プロペラ・噴流 

横型3連ピストン 

71 

10～25 

電動スライド・電動油圧 

63 

セラミックコーンノズル 

52（2方向切り替え） 

15.6 

450～1,280

a 

a 

a 

a 

a 

o 

 

ps/rpm 

cc 

 

 

 

r

r/分 

of/f 

 

r/分 

 

個 

c 

a

※写真は「速度連動散布装置」、「粒剤散布装置」を装着した
ものです。同装置は、本体価格には含まれません。

■希望小売価格：3,255,000円（税込み本体価格）
■!丸山製作所
〒101-0047 東京都千代田区内神田3-4-15
103-3252-2271 http://www.maruyama.co.jp/

丸山乗用管理機BSA-535LSの仕様諸元


